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B 165 天ざ皮革の推能のばらっき
　　　　　　　文化ｔ大衆政、O山田ii隻子成淋唯子

〔日本家政学会

　|まじめに　天然或革は- 度革と｡し-zの特質を肩するが’、友寡の郎痘にdrる椎能のばらっ

き｡が｀大きい。そこで.衣料としてよと用いられるム羊と豚､の友革について、構成il4栓能を

測'^L、都･位によるばらつき､の鼎度を表示した。

　方法　ヤンピースエード｀とピッr スエー｀μ｛用い- 厚さ、奮包にっいてはそれぞ水4匹

を試料乙し、#長・硬敵・透湿・ii気・徨温の各磁能について13 2匹をの^部榎をそれぞ

れ測吏し、部後による椎能のぼらっきと｡、神－特祖については名部^ごとの方向辺にっい

て主表示した。そし-z、ヤンピースエード｀どピ-jゲスエーμ｀に對寸る特椎のばらっきAヽら

両者を比漱瀋討L だ。

　卵粟ヤ^ヒースエード｀は皮革により厚忿のげらつ芝の傾向か比数的一定し７いるが｀。

ピりn"スX ―ドは腹御分が厚いといわれているがヽ、叉らずし毛同しヽ傾必七示してぃるので

はなとレ小難分の厚きの変化が見られる。

最大荷重1500 召／sc。に対するｲφ長率(こつい-zはごヤンピースエーμ｀は背部位の方向紺は小

包こ、腹部在の方向栓は比漱的大きい。それに対してピ.vゲスエ-ド｀はいずれの部疸1= お

いて% 方向ふ栓が｀大きこ、2.匹の豚についてその傾向が一をしていない。ピ･jグ又3=一ドは
μCの椎能な5とんど厚さに支配:J:れている傾向である。
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　目的　現在、’市販されている衣料革は、種々な動物皮を用い、異なっ･tc 方法で製iS され

ており、その性状が一様でない。。そこで、衣料素材としての革の製造方法、品質規格など

を確立す゛るごとを最終目的として、一連の研究を進めている。　さきに、市販されている衣

料革の一般性状について報告したが、今回は、衣料材料として重要な洗たくに対する堅ろ

う性について検討した。

　方法　試料革は、成牛革／種、小比革了種、豚革。2種、山羊革μ種、羊革了種の計/3種

類を用､いた。洗たく試験は、J I S K 6 5 5 2　に準じてウエットクリ-ニングおよびドライ

クリーニングを行い、試験片の洗たく前後の面積、剛軟度を測定した、さらに、試験片の

洗たくによる変退色と添付白布の汚染の程度を、変if.色用グレースケールまたは汚染用グ

レースケールと比較し、染色堅ろう度を判定した。

　結果　。革の面積は、ウエットグリ・－ニングにより減少するが、ドライクリーニングでは

増加する、傾向である。剛軟度は、ウエットクリーニングにおいては変化がないか、いくぶ

ん増加する程度であ名。しかし、ドライクリーニングではほとんどの革が減少する傾向で

あり、柔軟性が保たれている。一洗たくに対する染色堅ろう度IS ikでの変退色は、革の色調

によって異なり、濃色において変化が小さいが、淡色において大である。添付白布の汚染

の程度は、温色において大きぐ、特に、塗装された革でドライクリーニングしたものは汚

染が著しい。また、添付白布の汚染は、ウエットクリーニング、ドライクリーニングとも

に綿が著しく、逆に、アセテートが汚染されにくいことを認めた。


